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　 地域のうごき
鎌倉鎌倉　 地域のうごき

神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
政
党
で
す
。

生
活
の
課
題
は

政
治
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
党
が
、
地
方
の
政
治
ま
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く

多
様
な
地
域
政
党
が
政
策
を
競
い

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
座
間
市
民
ネ
ッ
ト
で
は
、
市
内
で
障
が

い
児
者
の
支
援
活
動
を
す
る
N
P
O
法

人
宝
島
理
事
長
の
井
上
陽
子
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
、
政
治
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
し

た
。
　
井
上
さ
ん
は
自
身
の
経
験
か
ら
、
知
的

障
が
い
児
の
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
こ
と
を

課
題
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、学
校

以
外
の
居
場
所
と
し
て
余
暇
活
動
を
行

う
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
宝
島
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。そ
の
後
、障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
措
置
か
ら
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

で
き
る
支
援
費
制
度
へ
と
移
行
す
る
中
、

N
P
O
法
人
宝
島
が
誕
生
し
ま
し
た
。

 　
宝
島
が
市
民
社
会
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金

に
申
請
し
た
の
は
法
人
取
得
前
の
第
8

期
。そ
し
て
、
第
10
期
で
は
障
が
い
児
の

居
場
所
「
宝
島
の
家
」
の
拠
点
づ
く
り
に

向
け
て
の
助
成
と
な
り
ま
し
た
。 

現
在
、

日
中
一
時
支
援
・
移
動
支
援
・
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
・
生
活
介
護
・
就
労
継
続
支

援 

B 

型
・
指
定
相
談
支
援
・
児
童
ホ
ー

　 地域のうごき
座間座間　 地域のうごき

「おだやかな革命」ーエネルギーを替える

　ドキュメンタリー映画「おだやかな革命」の試写会
では、渡辺智史監督のトークもありました。取材を通
して、秋田県にかほ市にある生活クラブの風力発電
「夢風」と出会い、エネルギーについても興味を持った
そうです。映画の中では、若い人たちが起業して、限界
集落に移住し、まちづくりを地域の人たちと進めてい
く様子や、原発の被害者が地元に戻り太陽光発電所を
立ち上げていく姿を紹介しています。
　お金やモノ、人が大都市に集中してしまう現在です 
が、地域から価値を生み出し、自ら活性化していくこ
とが必要です。映画のタイトルのように、便利すぎる 
生活を見直し、自然エネルギーを増やす活動をおだや
かに、且つ、確実に進めていきます。

内川由喜子（厚木市民自治をめざす会）

■総会運営委員会：2/16（金）■市民の生
活・活動法律相談：2/21（水）■第14回運
営委員会：2/27（火）■第44回総会：3/3
（土）■介護保険PJ・子ども子育て支援調査
チーム3/17（土））

特定非営利活動法人  森ノオト
　豊かな地域と地球を未来に残す

（市民社会チャレンジ基金第24期助成団体）
代表  北原まどか

　
　
　
　
　
　
2
0
1
8
年
度
国
家
予
算
で
は
、高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
自

然
増
と
な
る
６
３
０
０
億
円
の
社
会
保
障
費
を
1
3
0
0
億
円
削
減
す
る
。

主
な
も
の
は
診
療
報
酬
削
減
と
高
齢
者
の
自
己
負
担
増
、生
活
保
護
費
の
見

直
し
で
あ
る
▼
今
年
10
月
か
ら
生
活
扶
助
支
給
額
を
最
大
５
％
削
る
。5
年

前
に
も
6.5
％
の
生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
が
あ
り
、期
末
一
時
扶
助
や
住

宅
扶
助
、冬
季
加
算
も
見
直
さ
れ
た
▼
さ
ら
に
今
回
は
47
事
業
が
影
響
を
受

け
、受
給
世
帯
の
67
％
が
減
額
と
な
る
。し
か
も
一
般
低
所
得
世
帯
の
消
費
実

態
と
の
均
衡
を
図
る
水
準
均
衡
方
式
の
た
め
、消
費
が
縮
小
す
れ
ば
生
活
扶

助
基
準
も
下
が
る
▼
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
権
利
は
、こ
れ
で
は
到
底
保
障
さ
れ
な
い
。　　
　
　
　
　
（
C・M
）

メール
No.85
　
市
民
社
会
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
を
い
た
だ
い
た

の
は
2
0
1
5
年
新
春
の
こ
と
で
し
た
。そ
れ
か

ら
丸
3
年
が
経
ち
、
当
法
人
は「
横
浜
あ
お
ば
の

マ
マ
た
ち
に
よ
る
N
P
O
」か
ら「
神
奈
川
県
の

環
境
N
P
O
」へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
し
て
い

ま
す
。自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発
事
業
で

は
、
2
0
1
6
年
度
よ
り
神
奈
川
県
の「
消
費
者

力
ア
ッ
プ
！
県
民
提
案
事
業
」
に
採
択
い
た
だ

き
、
事
務
局
長
の
梅
原
昭
子
を
中
心

に
、
神
奈
川
県
内
全
域
で
出
前
講
師

の
形
式
で
「
お
う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方

や
電
気
料
金
表
の
見
方
を
学
ぶ
こ

と
で
、
10
年
単
位
で
い
く
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
に
拠
出
し
て
い
る
の
か

を
計
算
し
、
ど
う
せ
お
金
を
払
う
の

な
ら
ば
化
石
燃
料
や
原
発
由
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
か
け
る
お
金
を
減
ら
し
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

増
や
す
こ
と
や
未
来
を
よ
く
す
る
こ
と
へ
の
投

資
を
し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。新
し

い
電
力
会
社
を
選
ぶ
目
を
養
う
コ
ー
ス
2
も
新

設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
2
0
1
7
年
度
よ
り
神
奈
川
県
の
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
活
動
補
助
金
を
い
た
だ
き
、神
奈
川
県

内
の
市
民
活
動
団
体
向
け
の
広
報
講
座
と
、ロ
ー

カ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
発
信
者・読
者
双
方
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
あ
げ
る
た
め
の
研
究
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。神
奈
川
県
も
2
0
2
0
年
を

境
に
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
ま
す
。社
会
構
造

の
大
き
な
変
化
の
な
か
で
、地
域
社
会
で
起
こ
る

様
々
な
課
題
に
対
し
て
先
進
的
に
取
組
む

N
P
O
や
市
民
活
動
団
体
の
発
信
力
を
高
め
、さ

ら
に
そ
れ
を
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
き

ち
ん
と
す
く
い
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、情

報
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
届
け
る
、支

援
を
集
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。森
ノ
オ
ト
は
中
間
支
援
的
な
役

割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
森
ノ
オ
ト
は
、
も
と
も
と

「
2
0
5
0
年
を
生
き
る
未
来
世
代
に
、

美
し
く
豊
か
な
地
域
と
地
球
を
残
し
て

い
く
」
こ
と
を
目
的
に
、Think Globally, Act 

Locally

の
最
小
単
位
で
あ
る
「
家
庭
」
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、主
体
的
な
意
志
を
持
ち
消
費
や
行
動

の
自
立
と
選
択
を
呼
び
か
け
る
情
報
発
信
事
業

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
原
点
を
忘
れ

ず
、豊
か
な
森
を
つ
く
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
な
が
ら
、一
本
一
本
の
木
を
植
え
、種
を
ま
く

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

県議会県議会県議会

　2018 年度の神奈川県予算案の審
議が始まります。
　県の一般会計の予算規模は、県費
負担教職員制度見直しなどにより、
前年比 94.5％の 1兆 8,328 億円余
となっています。昨年 9 月の予算編
成方針通知時点では 800 億円の財
源不足が言われていましたが、県税、
地方贈与税の増収（190億円増）、交
付税、臨時対策債、減税補填債発行な
どで収支均衡をようやく保つことが
出来たとしています。しかし、歳出の
うち義務的経費が81.7％で、政策的
経費は18.3％と、財政の硬直化は進
んでいます。
　新たな政策的投資が難しい中で、
複雑化する生活課題を解決するため
には、市民社会を強くし、NPOなど
の活動がさらに活発となる仕組み作

りが求められます。また、働き方改革
を進める上では、多様な子育て支援
施策として、一時保育や小規模保育
の充実が必要です。
　県は、昨年条例改正を行い、新年度
に向けて県民局廃止を含む県庁組織
の再編準備を進めています。知事は、
条例改正にあたり「組織の再編によ
り効率よく課題を解決する」、「県民
局廃止後も NPO との協働や人権施
策を後退させない」としていました
が、予算案からは、その成果や重点的
な取組みが見えてきません。
　縮小社会において、地域・市民の
力を生かしたまちづくりを進めるた
めに、また、市民生活に直結している
施策の充実に向けて、予算委員会で、
しっかり議論をしていきます。

市民社会を強くする
　　　予算審議に向けて

佐々木ゆみこ（ネット宮前／県議）

http://morinooto.jp

チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
が
繋
ぐ
市
民
の
活
動
　

●神奈川ネットも協賛しています
https:
//www.facebook.com/odayakakakumei/
2/17(土）以降時間未定（上映継続します）

ム
な
ど 

6
ヵ

所
を
拠
点
に
7

事
業
を
展
開

し
、
間
も
な
く

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
も
完
成
と
の

こ
と
。

　
こ
の
間
、
活

動
か
ら
見
え
て

き
た
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
受
け 

皿
を
一

つ
ひ
と
つ
形
に
し
て
き
ま
し
た
。井
上
さ

ん
は
活
動
を
振
り
返
り
「
拠
点
建
設
に
は

莫
大
な
費
用
が
か
か
る
、
会
員
の
寄
付
だ

け
で
は
賄
え
な
い
。そ
う
し
た
中
、
何
の

経
験
も
な
い
団
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金

は
大
き
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
。今
も

そ
れ
が
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
市
民
の
寄
付
を
原
資
と

す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
の
意
義
と
、
そ
れ

を
活
か
す
市
民
社
会
へ
の
期
待
が
膨
ら

み
ま
し
た
。

牧
嶋
と
よ
子
（
座
間
市
民
ネ
ッ
ト
）

食
の
安
全
保
障
を
崩
壊
さ
せ
る
種
子
法
廃
止     

　
　
　  

　
　
　
　
　
　
田
岡
瑞
枝  （
ネ
ッ
ト
鎌
倉
）

　

生
活
ク
ラ
ブ
運

動
グ
ル
ー
プ
の
鎌

倉
ユ
ニ
ッ
ト
主
催

で
、
元
農
林
水
産

大
臣
・
山
田
正
彦

さ
ん
を
講
師
に
、

「
種
子
法
の
廃
止

で
、
日
本
の
タ
ネ

は
大
丈
夫
か
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
の

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

種
子
法
の
廃
止
で
、
日
本
の
農
業
を

守
り
支
え
て
き
た
米
・
麦
・
大
豆
の
タ

ネ
は
市
場
に
解
放
さ
れ
、
モ
ン
サ
ン
ト

社
な
ど
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
多
国
籍
企

業
や
国
内
大
手
に
独
占
さ
れ
て
、
農
家

が
タ
ネ
を
選
べ
な
く
な
る
懸
念
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
企
業
は
遺
伝
子
組
み

換
え
に
よ
っ
て
タ
ネ
を
支
配
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。
種
子
法
問
題
の
背

後
に
は
T
P
P
が
あ
り
、
そ
の
目
的
は

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
自
由
な
活
動
で
す
。

ま
さ
に
種
子
法
の
問
題
は
食
の
安
全
保

障
の
崩
壊
、
と
い
う
山
田
さ
ん
の
重
た

い
提
起
で
し
た
。
米
国
や
カ
ナ
ダ
も
主

要
穀
物
に
つ
い
て
は
、
公
共
品
種
・
自

家
採
種
が
主
流
で
す
。
野
菜
の
タ
ネ
の

よ
う
に
、
多
国
籍
企
業
に
90
％
を
支
配

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
日
本
の
自

給
率
は
ま
す
ま
す
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。
　

山
田
さ
ん
は
こ
の
問
題
で
違
憲
訴
訟

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
食
の

安
全
に
大
き
く
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い

て
、
広
く
知
ら
せ
、
活
動
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。


